
二
〇
一
二
年
は
、
世
界
遺
産
条
約
（
世
界
の
文
化

遺
産
お
よ
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
）
が

一
九
七
二
年
に
第
十
七
回
国
連
ユ
ネ
ス
コ
総
会
で
採

択
さ
れ
て
か
ら
四
十
年
目
、
一
九
九
二
年
に
わ
が
国

が
こ
の
条
約
を
批
准
し
て
二
十
年
目
の
節
目
の
年
で

あ
る
。
二
〇
一
一
年
六
月
二
十
九
日
、
パ
リ
で
開
催

さ
れ
た
第
三
十
五
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
、
小
笠

原
諸
島
は
日
本
で
四
番
目
（
注
１
）
と
な
る
世
界
自
然

遺
産
地
と
し
て
登
録
さ
れ
た
。
こ
れ
は
小
笠
原
の
自

然
の
価
値
が
世
界
に
認
め
ら
れ
た
と
同
時
に
、
そ
の

か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
保
全
し
次
の
世
代
に
伝
え

て
い
く
義
務
を
国
際
的
に
も
負
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。
観
光
利
用
に
お
い
て
も
適
切
な
ル
ー
ル
が
必
要

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
生
態
学
的
な
観
点
か
ら
、
小

笠
原
の
自
然
の
価
値
を
損
な
う
最
大
の
リ
ス
ク
要
因

で
あ
る
外
来
生
物
に
対
す
る
対
策
を
紹
介
し
な
が

ら
、
小
笠
原
に
お
け
る
観
光
の
在
り
方
に
つ
い
て
考

え
た
い
。

可
知　

直
毅

特集 2

首
都
大
学
東
京
大
学
院   

理
工
学
研
究
科   

教
授

小
笠
原
研
究
委
員
長

世
界
自
然
遺
産
小
笠
原
諸
島
の
自
然
、文
化
と
観
光

　
―
―
順
応
的
な
自
然
の
保
全
と
ル
ー
ル
を
楽
し
む
観
光
の
在
り
方
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北港

東山

東港
石門崎

石門

大崩湾
堺ヶ岳

乳房山

乳
房
山
歩
道

猪熊湾

東崎

東
崎
湾

沖
港

桑
の
木
山

御
幸
之
浜

南
崎

元地

中ノ平

評議平

小富士

0 1 2 3㎞

N

母

　島

小笠原諸島

伊
豆
諸
島

三宅島

八丈島

嫁島 聟島
西之島 父島

母島
北硫黄島
硫黄島
南硫黄島

鳥島

小
笠
原
諸
島

0 100 200 300㎞

東京

扇浦

扇   浦

三日月山
東町

西町

二貝港

奥村 長崎

初寝浦

初寝山

夜明山
旭山

中央山

長谷

小  曲

北袋沢 躑躅山

巽谷

亀之首 巽崎

巽島
巽
湾

小
港

夜
明
道
路

南崎

高山
千尋岩

ジニー
ビーチ

海洋
センター

亜熱帯
農業センター

南
島

0 1 2 3㎞

N

父

　島

　

可
知
教
授
に
は
、東
京
都
立
大
学（
現
首
都
大
学
東
京
）時
代
か
ら
四
十
年
以
上
に
わ
た
る
小
笠
原
の
自
然
の
研
究
を
基
礎
と
し
た
最
近
の
外
来

種
対
策
な
ど
の
保
全
の
取
り
組
み
に
つい
て
生
態
学
的
な
視
点
か
ら
、ロ
ン
グ
教
授
に
は
小
笠
原
の
文
化
の
研
究
と
文
化
エコツ
ー
リ
ズ
ム
に
つい
て
人
文

科
学
的
な
視
点
か
ら
、文
系
・
理
系
を
超
え
た
学
際
的
な
研
究
を
と
お
し
て
見
え
て
き
た
小
笠
原
の
魅
力
を
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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小
笠
原
諸
島
の
概
要

小
笠
原
諸
島
は
、
東
京
か
ら
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
南

に
位
置
す
る
三
十
ほ
ど
の
島
々
で
あ
る
。
小
笠
原
諸

島
に
は
、
父
島
列
島
、
母
島
列
島
、
聟む

こ
じ
ま島
列
島
か

ら
成
る
小
笠
原
群
島
、火
山
（
硫
黄
）
列
島
、西
之
島
、

沖
ノ
鳥
島
、
南
鳥
島
が
含
ま
れ
る
。
小
笠
原
群
島

が
島
と
し
て
形
成
さ
れ
た
の
は
、
少
な
く
と
も
百
万

年
よ
り
前
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、
火
山
列
島
が

生
ま
れ
た
の
は
わ
ず
か
数
万
年
前
と
推
定
さ
れ
て

い
る
。
小
笠
原
諸
島
最
大
の
父
島
で
も
そ
の
面
積
は

二
四
㎢
で
あ
り
、
全
て
の
島
の
総
面
積
も
七
〇
㎢
に

す
ぎ
な
い
。
気
候
は
亜
熱
帯
性
で
、
父
島
の
年
平
均

気
温
、
降
水
量
は
そ
れ
ぞ
れ
約
二
三
℃
と
一
三
〇
〇

㎜
で
、
亜
熱
帯
の
海
洋
島
と
し
て
は
雨
量
が
少
な
い

の
が
特
徴
で
あ
る
。

海
洋
島
の
生
態
系　

成
立
以
来
、
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が
な

い
島
を
海
洋
島
と
い
う
。
小
笠
原
諸
島
は
、
日
本
の

代
表
的
な
海
洋
島
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
大
陸
か
ら

隔
離
さ
れ
た
島
と
い
う
生
態
系
の
な
か
で
固
有
種
を

含
む
独
自
の
生
物
間
相
互
作
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
笠
原
は
大
陸
が
形
成
さ
れ
る

初
期
過
程
を
陸
上
で
観
察
で
き
る
世
界
で
唯
一
の
場

所
で
あ
る
。
小
笠
原
諸
島
の
生
物
相
（
注
２
）
は
、

構
成
種
数
が
少
な
く
特
定
の
分
類
群
（
例
え
ば
肉

食
の
哺
乳
類
や
カ
エ
ル
な
ど
の
両
生
類
）
を
欠
く
と

い
う
特
徴
を
持
つ
（
こ
の
特
徴
は
、
小
笠
原
に
限
ら

ず
海
洋
島
で
一
般
的
に
見
ら
れ
る
）。
ま
た
、
オ
ガ

サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
、ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
、

オ
ガ
サ
ワ
ラ
シ
ジ
ミ
、
ム
ニ
ン
ノ
ボ
タ
ン
、
オ
オ
ハ

マ
ギ
キ
ョ
ウ
（
写
真
１
）
な
ど
、
隔
離
さ
れ
た
生
態

系
で
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
固
有
種
が
多
く
存
在

す
る
。
植
物
の
四
〇
％
（
う
ち
樹
木
種
に
限
る
と

七
〇
％
）、
陸
鳥
の
八
〇
％
、
陸
産
貝
類
の
九
〇
％

が
固
有
種
で
あ
る
。

歴
史

一
八
三
二
年
、
小
笠
原
諸
島
に
最
初
に
定
住
し
た

の
は
欧
米
お
よ
び
ポ
リ
ネ
シ
ア
な
ど
の
人
々
三
十
名

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
八
六
二
年
に
小
笠
原
諸
島

が
日
本
の
領
土
と
し
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ
る
と
、

日
本
人
に
よ
る
開
拓
が
始
ま
っ
た
。
開
拓
初
期
に

は
、
羽
毛
採
取
の
た
め
ア
ホ
ウ
ド
リ
が
乱
獲
さ
れ
小

笠
原
諸
島
か
ら
絶
滅
し
た
。
ま
た
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

写真１   小笠原の固有植物オオハマギキョウ（父島列島・東島）
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観
光
資
源
と
し
て
の
自
然
の
価
値　

結
果
的
に
二
〇
一
一
年
の
世
界
遺
産
委
員
会
で
認

め
ら
れ
た
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
は
、
推
薦
し
た
三
つ
の
ク

ラ
イ
テ
リ
ア
の
う
ち
「
生
態
系
（
生
物
進
化
の
具
体

的
な
見
本
）」
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
陸
が

生
ま
れ
る
初
期
段
階
が
間
近
に
観
察
で
き
る
と
い
う

地
質
学
的
な
価
値
や
多
く
の
希
少
動
植
物
の
主
要

な
生
息
地
と
し
て
の
生
物
多
様
性
の
価
値
は
、
進
化

の
見
本
と
し
て
の
価
値
と
と
も
に
小
笠
原
の
自
然
の

価
値
を
代
表
す
る
三
本
柱
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
む
し
ろ
、
自
然
の
価
値
を
観
光
資
源
と
し
て

捉
え
る
場
合
は
、
特
定
の
地
域
や
特
定
の
生
物
種
に

だ
け
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
生
物
、
生
態
系
、
地

形
、
地
質
な
ど
自
然
そ
の
も
の
の
多
様
性
を
知
り
、

楽
し
む
と
い
う
視
点
が
重
要
で
あ
る
。

固
有
種
と
外
来
種
の
宝
庫

海
洋
島
の
生
態
系
は
外
来
生
物
の
侵
入
に
対
し

て
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
くで

あ
る
。
小
笠
原
諸
島
で
も
、
多
く
の
外
来

生
物
が
小
笠
原
に
侵
入
し
て
お
り
、
在
来
の
生
態

系
保
全
に
と
っ
て
現
在
も
大
き
な
脅
威
と
な
っ
て
い

る
。
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
最
大
の
課
題

が
こ
の
外
来
種
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
国
（
環

境
省
、
林
野
庁
）、
東
京
都
（
環
境
局
）、
小
笠
原

村
の
各
行
政
機
関
や
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
元
住
民
、
研

究
者
や
専
門
家
な
ど
が
互
い
に
協
働
す
る
こ
と
に
よ

り
、
外
来
種
の
駆
除
と
抑
制
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
大
規
模
に
実
施
さ
れ
た
（
写
真
２
）。
対
象

と
な
っ
た
外
来
種
は
、
固
有
植
物
を
含
む
在
来
植
生

を
食
害
す
る
ノ
ヤ
ギ
や
ク
マ
ネ
ズ
ミ
（
写
真
３
）、

鳥
を
襲
う
ノ
ネ
コ
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
シ
ジ
ミ
、
オ
ガ
サ

ワ
ラ
ゼ
ミ
な
ど
多
く
の
固
有
昆
虫
の
天
敵
で
あ
る
グ

リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル
ト
カ
ゲ
、
固
有
陸
産
貝
類
（
カ
タ

ツ
ム
リ
）の
天
敵
で
あ
る
肉
食
性
の
プ
ラ
ナ
リ
ア（
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
ヤ
リ
ガ
タ
ウ
ズ
ム
シ
）、
湿
性
高
木
林

に
侵
入
し
て
優
占
種
と
な
る
ア
カ
ギ
、
乾
性
低
木
林

栽
培
な
ど
で
開
墾
可
能
な
平
地
や
斜
面
の
多
く
が

畑
地
に
変
え
ら
れ
た
。
捕
鯨
や
サ
ン
ゴ
漁
な
ど
水

産
業
も
急
速
に
発
展
し
、
昭
和
初
期
の
小
笠
原
は

内
地
の
不
況
と
対
照
的
に
好
景
気
が
続
い
た
。
し

か
し
、
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
、
小
笠
原
は
要
塞
化

が
進
み
、
一
九
四
四
年
に
は
島
民
六
千
八
百
八
十
六

人
が
内
地
に
強
制
疎
開
さ
せ
ら
れ
た
。
戦
後
は
米

軍
の
管
轄
下
に
置
か
れ
、
帰
島
を
許
さ
れ
た
の
は

一
部
の
欧
米
系
島
民
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
状
態
は

一
九
六
八
年
に
小
笠
原
が
日
本
に
返
還
さ
れ
る
ま
で

続
い
た
。
二
〇
一
二
年
六
月
一
日
現
在
の
住
民
基
本

台
帳
登
録
者
数
は
、
父
島
が
二
千
八
十
五
人
、
母
島

が
四
百
八
十
七
人
で
あ
る
。
そ
の
他
の
島
は
、
硫
黄

島
、
南
鳥
島
を
除
い
て
全
て
無
人
島
で
あ
る
。

世
界
遺
産
登
録
ビ
フ
ォ
ー・ア
フ
タ
ー

世
界
自
然
遺
産
地
の
条
件
は
「
自
然
景
観
」「
地

形
・
地
質
」「
生
態
系
」「
生
物
多
様
性
」
の
四
つ
の

ク
ラ
イ
テ
リ
ア
（
評
価
基
準
）
の
う
ち
一
つ
以
上
に

合
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
、
日
本
政
府

は
「
小
笠
原
諸
島
の
自
然
は
、
地
形
・
地
質
（
地
球

の
歴
史
を
代
表
す
る
）、
生
態
系
（
生
物
進
化
の
具

体
的
な
見
本
）、
生
物
多
様
性
（
希
少
動
植
物
の
主

要
な
生
息
地
）」
の
三
つ
の
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
に
合
致

す
る
と
い
う
推
薦
書
を
世
界
遺
産
委
員
会
に
提
出

し
た
。

写
真
２   

保
護
区
を
囲
む
ノ
ヤ
ギ・ノ
ネ
コ
抑
止
柵（
父
島
・
東
平
）
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に
侵
入
し
て
在
来
植
物
を
抑
制
す
る
モ
ク
マ
オ
ウ
や

ギ
ン
ネ
ム
な
ど
実
に
多
様
で
あ
る
。
小
笠
原
諸
島
は

固
有
種
の
宝
庫
で
あ
る
と
同
時
に
外
来
種
の
宝
庫
と

も
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

複
雑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
順
応
的
管
理

実
際
に
外
来
種
駆
除
事
業
を
実
施
し
て
み
て
再

認
識
さ
れ
た
課
題
が
、
種
間
相
互
作
用
へ
の
配
慮
で

あ
る
。
種
間
相
互
作
用
と
は
、
生
態
系
の
な
か
で
生

活
す
る
生
物
同
士
の
関
係
の
こ
と
で
、
植
物
の
葉
が

昆
虫
に
食
べ
ら
れ
た
り
、
そ
の
昆
虫
が
鳥
に
食
べ
ら

れ
た
り
と
い
っ
た
「
食
う
・
食
わ
れ
る
」
の
関
係
や

昆
虫
や
鳥
に
よ
っ
て
植
物
の
花
粉
や
種
子
が
運
ば
れ

た
り
と
い
う
共
生
関
係
な
ど
、
生
物
間
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
見
ら
れ
る
関
係
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
外
来
種
が
加
わ
る
と
、
新
た
な
種
間
相

互
作
用
が
生
じ
る
。
外
来
種
の
種
数
が
増
え
れ
ば
そ

れ
だ
け
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
複
雑
に
な
る
。
例
え
ば
、

ノ
ヤ
ギ
を
駆
除
す
る
こ
と
に
よ
り
、
食
害
に
遭
っ
て

い
た
稀
少
植
物
は
守
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
同

時
に
ノ
ヤ
ギ
に
食
わ
れ
て
抑
え
ら
れ
て
い
た
ギ
ン
ネ

ム
が
繁
茂
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

「
種
間
相
互
作
用
を
考
慮
し
て
駆
除
の
方
法
や
順
番

を
決
定
し
、
駆
除
し
た
結
果
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
、

予
想
通
り
で
な
い
場
合
に
は
、
新
た
な
シ
ナ
リ
オ
を

設
定
し
て
中
止
も
含
め
て
駆
除
方
法
を
変
更
す
る
」

と
い
う
順
応
的
管
理
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
直
接
的
に
は
小
笠
原

の
自
然
の
価
値
を
で
き
る
だ
け
損
な
わ
な
い
こ
と
が

目
的
で
あ
る
が
、
同
時
に
世
界
遺
産
登
録
の
た
め
の

必
要
条
件
で
も
あ
っ
た
。

リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
観
光　

小
笠
原
諸
島
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
際
し
て

世
界
遺
産
委
員
会
か
ら
日
本
政
府
に
対
し
て
二
つ
の

要
請
事
項
と
三
つ
の
奨
励
事
項
が
示
さ
れ
た
。

◎
要
請
事
項

（
１
）
外
来
種
対
策
の
継
続

（
２
）
観
光
や
島
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
適
切
な
管
理

◎
奨
励
事
項

（
１
）
海
域
公
園
地
区
の
拡
大

（
２
）
地
球
温
暖
化
に
よ
る
自
然
環
境
に
対
す
る

影
響
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
３
）
将
来
的
な
来
島
者
増
加
へ
の
対
応

要
請
事
項
の
（
２
）
と
奨
励
事
項
の
（
３
）
は
観

光
が
直
接
か
か
わ
る
課
題
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
の
管

理
と
は
、
具
体
的
に
は
外
来
種
の
持
ち
込
み
や
分
布

を
拡
大
し
な
い
よ
う
な
管
理
の
こ
と
で
、
観
光
に
伴

う
リ
ス
ク
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

ル
ー
ル
を
楽
し
む
観
光

現
在
、
小
笠
原
の
父
島
で
は
、
エ
コ
ツ
ア
ー
で
利

用
さ
れ
て
い
る
地
域
の
入
り
口
に
は
、
陸
産
貝
類
の

天
敵
の
プ
ラ
ナ
リ
ア
や
外
来
植
物
の
種
子
が
靴
底
や

衣
服
に
つ
い
て
拡
散
し
な
い
よ
う
に
、
靴
底
の
泥
を

落
と
す
す
の
こ
や
ブ
ラ
シ
や
粘
着
シ
ー
ト
が
つ
い
た

ロ
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
（
写
真
４
）。
自
然

を
楽
し
む
た
め
の
地
域
に
入
る
前
に
、
靴
の
底
の
泥

や
衣
服
に
つ
い
た
種
子
を
落
と
す
こ
と
は
、
特
別
な

配
慮
を
必
要
と
す
る
地
域
に
入
る
前
に
「
身
を
清
め

る
」
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
エ
コ
ツ
ア

ー
に
参
加
す
る
観
光
客
に
も
好
評
だ
そ
う
だ
。ま
た
、

写
真
３   

外
来
種
の
ク
マ
ネ
ズ
ミ
に
よ
り
食
害
を
受
け
た
固
有
種

タ
コ
ノ
キ
の
果
実



写
真
４   

外
来
種
拡
散
を
防
ぐ
た
め
の「
清
め
の
場
」

（
父
島
・
東
平
）

写
真
５   

お
が
さ
わ
ら
丸
乗
船
口
で
の
靴
底
の
泥
落
と
し

（
東
京
・
竹
芝
桟
橋
）

写
真
６   

ガ
イ
ド
の
同
行
が
必
要
な
森
林
生
態
系
保
護
地
域
内
の

歩
道（
父
島
・
東
平
）
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定
期
船
お
が
さ
わ
ら
丸
の
出
港
地
で
あ
る
竹
芝
桟

橋
で
も
、
乗
船
前
に
靴
の
底
の
泥
を
落
と
す
試
み
も

実
施
さ
れ
た
（
写
真
５
）。
こ
れ
ら
は
、
も
と
も
と

外
来
種
対
策
と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

観
光
客
に
と
っ
て
は
非
日
常
の
体
験
と
し
て
観
光
の

満
足
度
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

小
笠
原
の
陸
域
の
自
然
は
一
見
地
味
で
あ
り
、
た

だ
見
る
だ
け
で
は
そ
の
価
値
は
ほ
と
ん
ど
理
解
さ
れ

な
い
で
あ
ろ
う
。
自
然
ガ
イ
ド
に
よ
る
解
説
付
き
の

エ
コ
ツ
ア
ー
は
、
一
般
の
観
光
客
が
小
笠
原
の
自
然

を
楽
し
む
た
め
の
仕
掛
け
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
小

笠
原
諸
島
で
保
全
上
重
要
な
地
域
の
多
く
は
国
有

林
で
あ
る
が
、
林
野
庁
は
こ
れ
ら
の
う
ち
自
然
度
の

高
い
地
域
を
森
林
生
態
系
保
護
地
域
（
注
３
）
に
指

定
し
て
い
る
。
一
般
の
観
光
客
が
こ
の
地
域
に
入
る

た
め
に
は
、
認
定
を
受
け
た
ガ
イ
ド
に
よ
る
エ
コ
ツ

ア
ー
に
参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
（
写
真

６
）。
こ
れ
も
、
小
笠
原
の
自
然
を
適
正
に
利
用
す

る
こ
と
が
本
来
の
目
的
で
あ
る
が
、
同
時
に
観
光
客

が
小
笠
原
の
自
然
の
価
値
を
知
り
、
単
独
で
は
経
験

で
き
な
い
体
験
の
機
会
を
与
え
て
い
る
。
観
光
客
に

と
っ
て
も
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
が
結
果
的
に
自
身

の
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
。

  （
か
ち　

な
お
き
） 

（
注
１
）日
本
の
世
界
自
然
遺
産
地
：

一　

	

屋
久
島	

一九
九
三
年
十
二
月

二　

	

白
神
山
地	

一九
九
三
年
十
二
月

三　

	

知
床	

二
〇
〇
五
年
七
月

四　

	

小
笠
原
諸
島	

二
〇
一一
年
六
月

（
注
２
）小
笠
原
諸
島
の
生
物
相（
特
定
の
地
域
に
生
息・生
育
す

る
生
物
の
種
類
組
成
）は
、環
境
省
小
笠
原
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

http://ogasaw
ara-info.jp/specialist/sizen_data.htm
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（
注
３
）森
林
生
態
系
保
護
地
域
：
原
生
的
な
天
然
林
を
保
存
す

る
こ
と
に
よ
り
、森
林
生
態
系
か
ら
な
る
自
然
環
境
の
維
持
、動

植
物
の
保
護
、遺
伝
資
源
の
保
存
、森
林
施
業・管
理
技
術
の
発
展
、

学
術
研
究
等
に
資
す
る
。（
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）




